
 

 

 

 

 

 

 

2023年 2月号（第 226号） 

 「日本一丁寧な仕事ができる会社になる」 

 これは、池田ピアノ運送株式会社池田輝男社長の言葉です。 

 同社は、仕事のやり方はもちろんのこと、お客さまを前にしたときの所作やコミュニケーション、事

前準備の仕方、お客さまから「丁寧」と思われた仕事を普遍化するシステムづくりや社員教育など、多

岐にわたり追及してきました。 

 その結果、「そこまで丁寧にやってくれるんだ！この会社はすごい！」とお客さまが感動し、リピー

トやお客さまの紹介につながりました。 

 今や、ピアノだけでなく、精密機器や電化製品、大型の美術品等さまざまな「貴重なもの」を運ぶ会

社へと成長しています。同時に、全国のさまざまな業種の方々が「ぜひ話を聞かせてほしい」と、訪ね

てくる会社となっています。 

 今回は、同社が実践している「丁寧な仕事」に学んでいきたいと思います。 
    

「丁寧な仕事」で日本一を目指す 
 

■ お客さまが感動する「丁寧さ」■  

 ピアノは重く大きい。しかも場合によっては億単位もする高級品、傷つければ音色まで狂ってしま

う、お客さまの愛着度も大きく、大切な思い出を託した、かなりセンシティブなものです。 

 同社は、ピアノを傷つけずに運ぶ技術力だけでなく、さらにプラスアルファの「丁寧さ」で、お客さ

まに感動を与えているのです。 

 以下は、同社がピアノを運ぶときに実践していることです。 

①ピアノの傷は手の甲でチェックする、 ②ピアノを運ぶときは能の「すり足」で 

③３６０度の注意力を持つ、 ④搬入したピアノをピカピカに拭きあげる 

⑤「匂い」にこだわったサービスを心がける、 ⑥ユニフォームをおシャレ感のあるもので統一する 

 今回は、その中の２つを紹介します。 

【３６０度の注意力を持つ】 

 事前に搬入経路を明確にし、障害となるものがあればどけ、さらに危ないと思われるポイントには養

生をして、壁やドア枠など、お客さまの家屋を傷つけないように準備します。 

 運び手２人は、帯でピアノを担いで、すり足で運びます。すり足は下半身の体重移動を最小限にし、

安定感が増し、揺れを小さくするのです。前側の担当者は後ろ向きで進みながら全方向に注意を向け、

後ろ側は主に上方に気を配り、前側をサポートしながら運ぶのです。 

 こうした慎重で丁寧な搬入技術がもととなって、コピー機などの精密機器はピアノ運送業者が運ぶと

いう慣例となっています。  

【搬入したピアノをピカピカに拭きあげる】 

 搬入した後、最後の仕上げとしてピアノをピカピカに拭きあげます。この拭きあげ作業は本来、納品

＝新品の搬入の際行う工程でいたが、同社は納品・移動にかかわらず徹底しました。 

 この業界の常識を壊していくことで他社との差別化ができました。同時にお客さまから「仕事が丁寧

だね」とお褒めの言葉をいただけるようになっていったのです。 

 池田社長は強調します。「丁寧を貯金すれば、お客さまは「一生客」になる」 
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（今月の言葉）「丁寧な仕事」で日本一を目指す 

① お客さまが感動する「丁寧さ」 

② 「丁寧な仕事」は準備が８割 

③ 「丁寧な社員」を育てる 



■「丁寧な仕事」は準備が８割■ 

 「丁寧な仕事」のベースにあるのが「準備」です。準備を怠ると、いざ仕事をするときに不要な手間

をかけることになったり、最悪、事故やケガのもとになることもあります。作業そのものに時間がかか

りますから、いいことは何もないのです。 

【３つの準備を徹底する】 

①道具の準備…ピアノを包むために布団、担ぐための帯や大型のビニールラップなど、どんな依頼に 

も対応できるように準備する 

 ②運送ルートの確認…道の混雑や想定外の道路工事なども考え、第二ルートや第三ルートを予め想定

して、運送ルートを確認する。 

 ③搬入ルートの確保…商品や家屋を傷つけない、作業員のケガを防ぐ、そのために危険なポイントは

どこか、養生すべきところはどこか、休憩ポイントはどこにするかなど綿密な計画を立てる。 

【事前確認は３回、チームで取り組む】 

 あらゆる工程において、最低でもダブルチェック、できればトリプルチェックを行うようにしていま

す。つまり、自分で１回目のチェックを行い、２回目は上司（社長）、さらに上司が確認したものを一

緒に再度確認するわけです。同時に、スピード重視で、１回目は「たたき台」、２回目、３回目で完璧に

するというスタンスで行っています。 

【整理・整頓が「丁寧な仕事」の基本】 

 池田社長は、「丁寧な仕事において優先されるのは、整理・整頓」と強調しています。 

 ・整理…いるものといらないものを分け、いらないものを徹底的に捨てること 

 ・整頓…整理したものを使いやすいように、向きと線を揃えて並べること 

 同社では、広い部分をすべてやろうとはせず、約１メートル×１メートルを「１マス」と決め、毎朝、

その中だけを徹底的に整理・整頓してもらうようにしています。オフィスだと「今日は机の上」「明日は

引き出しの中」「次の日は本棚」などと、ブロックを決めて取り組むと効果的です。 
 

■「丁寧な社員」を育てる■ 

 同社が、社員育成で心がけているのは「やり方」よりも「考え方」の習得です。社員が育つ環境は次

の４点だと言います。 

 ・考え方が定着するような環境を整備しているか 

 ・教えたことを何度も繰り返して、復習できる環境があるか 

 ・基準となるガイドラインが明確に設定されているか 

 ・誰でも同じように再現可能なものになっているか  

【新人は「素直な人」を採用し育成する】 

 人材育成は、採用時から始まっています。同社で最も重視しているのが「素直さ」です。「素直であ

る」とは、「成功例を持っている人の言うことを聞き、すぐに実行できる」ことです。なによりも「丁

寧な仕事」の型を身につけてもらう、その上でお客さまに合わせたサービスを臨機応変に提供できる人

材に育てたいと考えています。素直でない即戦力よりも素直な素人の方が、絶対に会社に利益をもたら

してくれます。 

【優先すべきは技術・技能よりもマナー】 

 お客さまが見ているのは、「技術・技能」ではなく「マナー」です。同社はこのビジネスマナーの習

得に力を入れています。お客さまを感動させるマナーとして５つを取り上げています。 

 ①挨拶…挨拶でお客さまの印象が９割決まる 

 ②身だしなみ…「清潔感」は身だしなみで決まる 

 ③言葉づかい…言葉づかいで同業他社に差をつける 

 ④全体的な所作…同じ行動でも、所作によって印象が変わる 

 ⑤基本マインド…基本マインドはお客さまへの「ヘルピング」 

 例えば、同社では「挨拶訓練」という言葉に表現されているように、毎朝トレーニング的に挨拶を実

践し、月１回の試験も行っています。 

 同時に、「ミッション性＝使命感」を持つことの重要性も強調しています。  

参考文献： 『「丁寧」なのに仕事が速い人の習慣』 （池田輝男） 


